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研究成果概要 

 2022 年 2 月 21 日 (月) 、22 日 (火)、研究会「高エネルギーガンマ線でみる極限宇宙 2021」（"The extreme 



Universe viewed in very-high-energy gamma rays 2021"）を開催した。今年度も昨年度に引き続き、新型コロナ

ウイルス感染症拡大防止のため、オンラインでの開催となった。2018 年 10 月に、北サイトのカナリー諸島ラ パル

マで、日本が大きく貢献してきた大口径望遠鏡初号機が完成し、2019 年 11 月にはかに星雲からのガンマ線、2020

年 1 月から 2 月には、かにパルサーからのガンマ線の信号検出にも成功した。さらに 2021 年には、BL Lacertae フ

レアから 20 GeV ガンマ線の検出に成功した。今後 2024 年までに、大口径望遠鏡 2-4 号基が建設され、大口径望遠

鏡 4 台でのステレオ観測を目指している。南サイトもチリのパラナルに決定し、2022 年からは建設が開始される。 

 研究会は、今後の CTA 時代を見据え、TeV ガンマ線天文学がさらに他波長の電磁波観測や、高エネルギーニュー

トリノ、重力波観測との連携を深め、時間領域天文学、マルチメッセンジャー天文学の一翼を担っていくため、研

究会を通じて広い分野の研究者と議論を深め、今後の戦略を練り、様々な角度から議論するコミュニティーに開か

れたものとして開催された。CTA-Japan 主催で、2009 年度(2010 年 1 月）から開始された研究会は、今年度で 13

回目となった。研究会は以下のような構成で⾏われた。講演トピック、講演者（所属）、講演時間は以下に⽰し

た。講演数は 14 件で、講演は英語で⾏われた。登録者数は 115 名（講演者も含む）で 、1 日目 70 名、2 日目 63

名が参加した。正式な講演題⽬と講演者のスライドは以下の URL にて公開している。⾼エネルギーガンマ線で 4

講演、⾼エネルギー天体観測網で 5講演、CTA⼤⼝径望遠鏡によるサインスで 3講演、GRBで 2講演が⾏われた。

幅広い分野の⾼エネルギー宇宙物理をカバーし、さまざまな分野の研究者と議論を深めることができた。オンライ

ン開催のためその後も議論が継続できるように Slack を⽤いた。 

https://indico.icrr.u-tokyo.ac.jp/e/workshopCTAJ2021 

Session: High Energy Gamma-Ray Astrophysics 

・Status of the CTA project: Masahiro Teshima (ICRR & MPI) 25 分+5 分 

・Performance study of the first LST: Seiya Nozaki (Kyoto Univ.) 25 分+5 分 

・PeVatron: Zhen Cao (IHEP, CAS) 25 分+5 分 

・Large zenith angle observations with IACTs: Ievgen Vovk (ICRR) 25 分+5 分 

Session: High-Energy Astrophysical Observatory Network 

・Neutron star binary mergers: Kyohei Kawaguchi (ICRR）25 分+5 分 

・Wakefield Acceleration in Jets from NDAF's: Yoshiaki Kato (RIKEN) 25 分+5 分 

・Multimessenger astronomy with high-energy neutrinos: Markus Ackermann (DESY) 25 分+5 分 

・Some remarks on blazar emission models: Timur Dzhatdoev (Moscow State Univ.) 25 分+5 分 

・Synergy between Japanese VLBI Network and CTA: Kotaro Niinuma (Yamaguchi Univ.) 25 分+5 分 

Session: Science with the CTA LSTs 

・Probing Dark Matter in our Galaxy with the CTA LSTs: Moritz Hütten (ICRR) 25 分+5 分 

・Millisecond pulsars: David C. Y. Hui (Chungnam National Univ.) 25 分+5 分 

・The comeback of extreme pulsars: Giovanni Ceribella (ICRR) 25 分+5 分 

Session: GRBs in the CTA Era 

・GRB studies with the CTA:  

  Francesco Longo (Univ. of Trieste & INFN) & Thierry Stolarczyk (CEA Saclay) 45 分+10 分 
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